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令和２年第１回砂川市議会定例会

令和２年３月１２日（木曜日）第４号

〇議事日程

開議宣告

日程第 １ 議案第１３号 砂川市監査委員条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１４号 砂川市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１５号 砂川市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第１６号 砂川市特別職の職員で非常勤のものの給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１７号 砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第１８号 砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１９号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２０号 砂川市企業振興促進条例の一部を改正する条例の制定につい

て

議案第２１号 砂川市中小企業等振興条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第２２号 砂川市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２３号 砂川市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

議案第２４号 砂川市学校給食センター条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

議案第２５号 砂川市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第２６号 砂川市病院事業看護学生修学資金貸与条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第２７号 砂川市病院事業診療費等徴収条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第２９号 砂川市と奈井江町における学校給食に係る事務の委託に関す

る規約の制定について

議案第３０号 砂川市と浦臼町における学校給食に係る事務の委託に関する

規約の制定について
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議案第２８号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

議案第３２号 市道路線の変更について

議案第 ７号 令和２年度砂川市一般会計予算

議案第 ８号 令和２年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第 ９号 令和２年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１０号 令和２年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１１号 令和２年度砂川市下水道事業会計予算

議案第１２号 令和２年度砂川市病院事業会計予算

散会宣告

〇本日の会議に付した事件

日程第 １ 議案第１３号 砂川市監査委員条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１４号 砂川市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１５号 砂川市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第１６号 砂川市特別職の職員で非常勤のものの給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１７号 砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第１８号 砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１９号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２０号 砂川市企業振興促進条例の一部を改正する条例の制定につい

て

議案第２１号 砂川市中小企業等振興条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第２２号 砂川市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２３号 砂川市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

議案第２４号 砂川市学校給食センター条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

議案第２５号 砂川市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第２６号 砂川市病院事業看護学生修学資金貸与条例の一部を改正する

条例の制定について
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議案第２７号 砂川市病院事業診療費等徴収条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第２９号 砂川市と奈井江町における学校給食に係る事務の委託に関す

る規約の制定について

議案第３０号 砂川市と浦臼町における学校給食に係る事務の委託に関する

規約の制定について

議案第２８号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

議案第３２号 市道路線の変更について

議案第 ７号 令和２年度砂川市一般会計予算

議案第 ８号 令和２年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第 ９号 令和２年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１０号 令和２年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１１号 令和２年度砂川市下水道事業会計予算

議案第１２号 令和２年度砂川市病院事業会計予算

〇出席議員（１３名）

議 長 水 島 美喜子 君 副議長 増 山 裕 司 君

議 員 中 道 博 武 君 議 員 永 関 博 紀 君

多比良 和 伸 君 佐々木 政 幸 君

高 田 浩 子 君 飯 澤 明 彦 君

増 井 浩 一 君 北 谷 文 夫 君

沢 田 広 志 君 辻 勲 君

小 黒 弘 君

〇欠席議員（０名）

〇 議 会 出 席 者 報 告 〇

１．本議会に説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

砂 川 市 長 善 岡 雅 文

砂川市教育委員会教育長 髙 橋 豊

砂 川 市 監 査 委 員 栗 井 久 司

砂川市選挙管理委員会委員長 信 太 英 樹

砂 川 市 農 業 委 員 会 会 長 関 尾 一 史

２．砂川市長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

副 市 長 湯 浅 克 己
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病 院 事 業 管 理 者 平 林 髙 之

総 務 部 長
熊 崎 一 弘

兼 会 計 管 理 者

市 民 部 長 峯 田 和 興

保 健 福 祉 部 長 中 村 一 久

経 済 部 長 福 士 勇 治

建 設 部 長 近 藤 恭 史

建 設 部 技 監 小 林 哲 也

病 院 事 務 局 長 朝 日 紀 博

病 院 事 務 局 審 議 監 山 田 基

総 務 課 長 東 正 人

政 策 調 整 課 長 井 上 守

３．砂川市教育委員会教育長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

教 育 次 長 河 原 希 之

４．砂川市監査委員の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

監 査 事 務 局 長 山 形 譲

５．砂川市選挙管理委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

選挙管理委員会事務局長 熊 崎 一 弘

６．砂川市農業委員会会長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

農 業 委 員 会 事 務 局 長 福 士 勇 治

７．本議会の事務に従事する者は次のとおりである。

事 務 局 長 和 泉 肇

事 務 局 次 長 川 端 幸 人

事 務 局 主 幹 山 崎 敏 彦

事 務 局 係 長 斉 藤 亜 希 子
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開議 午前１０時００分

◎開議宣告

〇議長 水島美喜子君 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 議案第１３号 砂川市監査委員条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

議案第１４号 砂川市印鑑条例の一部を改正する条例の制定につい

て

議案第１５号 砂川市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を

改正する条例の制定について

議案第１６号 砂川市特別職の職員で非常勤のものの給与及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第１７号 砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の

制定について

議案第１８号 砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第１９号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

議案第２０号 砂川市企業振興促進条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第２１号 砂川市中小企業等振興条例の一部を改正する条例の

制定について

議案第２２号 砂川市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第２３号 砂川市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について

議案第２４号 砂川市学校給食センター条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第２５号 砂川市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

議案第２６号 砂川市病院事業看護学生修学資金貸与条例の一部を
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改正する条例の制定について

議案第２７号 砂川市病院事業診療費等徴収条例の一部を改正する

条例の制定について

議案第２９号 砂川市と奈井江町における学校給食に係る事務の委

託に関する規約の制定について

議案第３０号 砂川市と浦臼町における学校給食に係る事務の委託

に関する規約の制定について

議案第２８号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更について

議案第３２号 市道路線の変更について

議案第 ７号 令和２年度砂川市一般会計予算

議案第 ８号 令和２年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第 ９号 令和２年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１０号 令和２年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１１号 令和２年度砂川市下水道事業会計予算

議案第１２号 令和２年度砂川市病院事業会計予算

〇議長 水島美喜子君 日程第１、議案第１３号 砂川市監査委員条例の一部を改正する

条例の制定について、議案第１４号 砂川市印鑑条例の一部を改正する条例の制定につい

て、議案第１５号 砂川市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、議案第１６号 砂川市特別職の職員で非常勤のものの給与及び費用弁償に関

する条例の一部を改正する条例の制定について、議案第１７号 砂川市福祉医療費助成条

例の一部を改正する条例の制定について、議案第１８号 砂川市放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について、議案第

１９号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２０号 砂川

市企業振興促進条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２１号 砂川市中小企

業等振興条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２２号 砂川市営住宅管理条

例の一部を改正する条例の制定について、議案第２３号 砂川市下水道事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２４号 砂川市学校給食センター

条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２５号 砂川市病院事業の設置等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２６号 砂川市病院事業看護学生

修学資金貸与条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２７号 砂川市病院事業

診療費等徴収条例の一部を改正する条例の制定について、議案第２９号 砂川市と奈井江

町における学校給食に係る事務の委託に関する規約の制定について、議案第３０号 砂川

市と浦臼町における学校給食に係る事務の委託に関する規約の制定について、議案第２８

号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更について、議案第３２号 市道路線の変更

について、議案第７号 令和２年度砂川市一般会計予算、議案第８号 令和２年度砂川市
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国民健康保険特別会計予算、議案第９号 令和２年度砂川市介護保険特別会計予算、議案

第１０号 令和２年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算、議案第１１号 令和２年度砂

川市下水道事業会計予算、議案第１２号 令和２年度砂川市病院事業会計予算の２５件を

一括議題といたします。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 熊崎一弘君 （登壇） 私から議案第１３号、第２８号について順次説明申

し上げます。

議案第１３号、砂川市監査委員条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上

げます。

改正の理由は、地方自治法等の一部を改正する法律により地方自治法の一部が改正され

たことに伴い、同法を引用する条項を改めるとともに、条文を整理するため、本条例の一

部を改正しようとするものであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市監査委員条例の一部を改正する条例

でありますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第１３号附属説明資料の新旧対

照表によりご説明申し上げます。向かいまして左側が現行、右側が改正後となっており、

改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第４条は、定例監査の定めであり、見出しを「定例監査等」に改め、同条中「第１９９

条第４項」を「、第１９９条第２項及び第４項」に改め、「（以下「定例監査」とい

う。）」というを削るものであります。

第１０条は、賠償責任の監査及び意見提出の定めであり、「第２４３条の２第３項」を

「第２４３条の２の２第３項（地方公営企業法第３４条において準用する場合を含

む。）」に、「同条第８項」を「法第２４３条の２の２第８項」に改めるものです。

附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２８号 砂川市過疎地域自立促進市町村計画の変更についてご説明

申し上げます。

過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、砂川市過疎地域自立促進市

町村計画を変更することについて議会の議決を求めるものであります。計画の変更につき

ましては、過疎対策事業債が過疎地域自立促進市町村計画に基づいて実施する事業を対象

とするとされており、計画に登載されていない新たな事業を追加するため、変更を行うも

のであります。過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定により、事前に北海道と

協議を行った後に議会の議決が必要とされており、このたび北海道との協議が調いました

ので、計画の変更について議会の議決を求めるものであります。

それでは、次ページをお開きいただきたいと存じます。変更部分にアンダーラインを表
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示しております。砂川市過疎地域自立促進市町村計画（案）でありますが、２、産業の振

興のうち、（３）計画の表中、自立促進施策区分の１、産業の振興の事業名、（１）基盤

整備の農業に、事業内容に東豊沼地区農地耕作条件改善事業、事業主体に砂川市を追加す

る計画の変更を行うものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 水島美喜子君 市民部長。

〇市民部長 峯田和興君 （登壇） 私から市民部所管の議案第１４号、第１７号につい

てご説明申し上げます。

初めに、議案第１４号 砂川市印鑑条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申

し上げます。

改正の理由は、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法

律の整備に関する法律が施行されたことを踏まえ、登録資格の規定を改めるとともに、条

文を整理するため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市印鑑条例の一部を改正する条例であ

りますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第１４号附属説明資料の新旧対照表

によりご説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となっており、改正部分

につきましてはアンダーラインを表示しております。

第２条は、登録資格の定めであり、第２条第２項を「前項の規定にかかわらず、次の各

号のいずれかに該当する者は、印鑑の登録を受けることができない。第１号、１５歳未満

の者、第２号、意思能力を有しない者（前号に掲げる者を除く。）」に改めるものであり

ます。

第６条は、登録印鑑の制限の定めであり、第２項第１号中「記載」を「記載（法第６条

第３項の規定により磁気ディスク（これに準ずる方法により一定の事項を確実に記録して

おくことができる物を含む。）をもって調製する住民票にあっては、記録。以下同じ。）

が」に改めるものであります。

附則として、この条例は、公布の日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１７号 砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明申し上げます。

改正の理由は、乳幼児等の入院外に係る医療費の助成対象年齢を拡大するとともに、条

文を整理するため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

改正の概要につきまして若干説明させていただきます。福祉医療費助成条例につきまし

ては、現在乳幼児等においては入院、入院外とも未就学児まで自己負担分を無料に助成し

ておりますが、改正後は小学生まで助成対象を拡大し、入院、入院外とも非課税世帯は無

料、課税世帯は１割負担とする条例及び規則を改正するものであります。
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次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市福祉医療費助成条例の一部を改正す

る条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第１７号附属説明資料の

新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となっており、

改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第４条は、助成の範囲の定めであり、第４条第２号を「乳幼児等 入院 入院外 指定

訪問看護」に改めるものであります。

第６条は、助成の方法の定めであり、第６条第１項中「健康保険法第６３条第３項第１

号の保健医療機関又は保険薬局、国民健康保険法第３６条第３項の保健医療機関又は保険

薬局、その他厚生労働省令で定める」を「医療保険各法に規定する」に改めるものであり

ます。

規則改正も含めた改正の内容につきまして最後に参考資料を添付しておりますので、議

案第１７号参考資料を御覧いただきたいと存じます。乳幼児等医療に係る一部負担金の助

成拡大の内容ですが、上段が現在の助成内容で、下段が拡大後の助成内容であります。今

回拡大する助成内容は小学生であり、拡大するところは塗り潰してある部分で、自己負担

について、非課税世帯は入院が初診時一部負担金のみだったのが無料に、通院が３割負担

から無料、課税世帯は入院は変わらなく、通院が３割負担から１割負担になるところであ

ります。拡大実施時期は本年８月診療分からで、これは受給者証の更新が８月からである

ので、それに合わせての実施としております。拡大に係る費用額としましては、令和２年

度予算は８月診療分から翌年１月診療分までの６か月間で、乳幼児と独り親家庭と重度心

身障害者を合わせて４９１万６，０００円を予算計上しております。また、令和３年度か

らの年間ベースでは約１，０００万円と予定しております。

３ページに戻っていただきたいと存じます。附則として、第１項は施行期日であり、こ

の条例は、令和２年８月１日から施行するものであります。

第２項は経過措置であり、この条例による改正後の砂川市福祉医療費助成条例第４条第

２号の規定は、この条例の施行の日以後の診療に係る医療費について適用し、同日前の診

療に係る医療費については、なお従前の例によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 水島美喜子君 病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 （登壇） 私から議案第１５号、議案第２５号から２７号

についてご説明申し上げます。

初めに、議案第１５号 砂川市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてご説明申し上げます。

改正の理由は、砂川市立病院の助産師の安定的な確保を図るとともに、条文を整理する

ため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

２ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市職員の自己啓発等休業に関する条例
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の一部を改正する条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第１５号

附属説明資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正

後となっており、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第２条は自己啓発等休業の承認の定めであり、第２条に第２項として「規則で定める職

員のうち任命権者が認める職員にあっては、前項中「３年」を「１年」と読み替えて、同

項の規定を適用することができる。この場合においては、規則で定める大学等課程の履修

のための休業に限るものとする。」を加え、第３条は自己啓発等休業の期間の定めであり、

法第２６条の５第１項の条例で定める期間は、次の各号に掲げる休業の区分に応じ、当該

各号に定める期間内として、第１号は「大学等課程の履修のための休業 ２年（規則で定

める場合にあっては３年）」、第２号は「国際貢献活動のための休業 ３年」に改めるも

のであります。

附則として、この条例は令和２年４月１日から施行するものであります。

以上が議案第１５号であります。

続きまして、議案第２５号 砂川市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてご説明申し上げます。

改正の理由は、診療における専門性を高める観点から診療科の細分化を図るため、本条

例の一部を改正しようとするものであります。

２ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市病院事業の設置等に関する条例の一

部を改正する条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第２５号附属

説明資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後と

なっており、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第５条は、経営の基本の定めであり、第２項中、診療科目の内科の次に呼吸器内科を、

泌尿器科の次に人工透析外科を加えるものであります。

附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行するものであります。

以上が議案第２５号であります。

続きまして、議案第２６号 砂川市病院事業看護学生修学資金貸与条例の一部を改正す

る条例の制定についてご説明申し上げます。

改正の理由は、修学資金の貸与の期間の限度を改めることにより、砂川市立病院の看護

師及び助産師の安定的な確保を図るとともに、条文を整理するため、本条例の一部を改正

しようとするものであります。

２ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市病院事業看護学生修学資金貸与条例

の一部を改正する条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第２６号

附属説明資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正

後となっており、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第４条は、貸与期間及び方法の定めであり、第４条第１項を「修学資金の貸与の期間は、
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養成施設の正規の修業年限を限度とする」に改め、第２条第２項ただし書中「休日に当た

るときは、その翌日とする」を「砂川市病院事業出納取扱金融機関の休業日に当たるとき

は、順次これを繰り上げる」に改めるものであります。

附則として、第１項はこの条例の施行期日の定めであり、この条例は、令和２年４月１

日から施行するものであります。

第２項は経過措置の定めであり、この条例の施行の際現に改正前の砂川市病院事業看護

学生修学資金貸与条例の規定に基づき、修学資金の貸与を受けている者は、この条例の規

定にかかわらず、なお従前の例によるものであります。

以上が議案第２６号であります。

続きまして、議案第２７号 砂川市病院事業診療費等徴収条例の一部を改正する条例の

制定についてご説明申し上げます。

改正の理由は、文書料の額を改めるため、本条例の一部を改正しようとするものであり

ます。

２ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市病院事業診療費等徴収条例の一部を

改正する条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第２７号附属説明

資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となっ

ており、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第２条は、料金の定めであり、第３項中「４，４００円」を「５，５００円」に改める

ものであります。

附則として、第１条はこの条例の施行期日の定めであり、この条例は、令和２年４月１

日から施行するものであります。

第２項は経過措置の定めであり、この条例による改正後の第２条第３項の規定は、この

条例の施行の日以後に申請を受理するものから適用し、同日前までに申請を受理したもの

については、なお従前の例によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 水島美喜子君 教育次長。

〇教育次長 河原希之君 （登壇） 私から議案第１６号、議案第２４号、議案第２９号

及び議案第３０号についてご説明いたします。

初めに、議案第１６号 砂川市特別職の職員で非常勤のものの給与及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。

改正の理由でありますが、学校運営協議会の設置に伴い、学校運営協議会委員に支給す

る報酬について定めるため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

このことに関しまして学校運営協議会について若干ご説明を加えさせていただきます。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の６第１項に規定される学校運営協議

会は、学校の運営及び当該運営への必要な支援について保護者、地域住民、学校職員等が
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協議する機関であり、その設置について努力義務とされていることから、当市立学校にお

いても設置し、委員を非常勤の特別職とするため、本条例の一部を改正しようとするもの

であります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市特別職の職員で非常勤のものの給与

及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例でありますが、改正の内容については３

ページ、議案第１６号附属説明資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまし

て左側が現行、右側が改正後となっており、改正部分につきましてはアンダーラインを表

示しております。

別表につきまして、４ページでありますが、報酬額中、スポーツ推進委員の項の次に学

校運営協議会委員を加え、日額報酬４，８００円及び会長への加給についてそれぞれ定め

るものであります。

次に、５ページになります。附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行する

ものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２４号 砂川市学校給食センター条例の一部を改正する条例の制定

についてご説明申し上げます。

改正の理由は、運営委員会の委員の定数を改めるため、本条例の一部を改正しようとす

るものであります。

このことに関しまして若干ご説明を加えさせていただきます。令和２年度から上砂川町、

奈井江町及び浦臼町の学校給食の調理、洗浄業務を受託するに当たり、給食センターの運

営に関し諮問する運営委員会に他町の学校教育に関係する者を加え、他町との均衡を図る

ため、砂川市の委員を減じて本条例の一部を改正しようとするものであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市学校給食センター条例の一部を改正

する条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、議案第２４号附属説明資料

の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となってお

り、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第５条は、給食センター運営委員会の定めであり、第２項中「１１人」を「１６人」に

改めるものであります。

附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

次に、議案第２９号から議案第３０号までの学校給食に係る事務の委託に関する規約の

制定について一括してご説明申し上げます。

地方自治法第２５２条の１４第１項の規定により、砂川市と奈井江町、浦臼町における

学校給食に係る事務の委託に関する規約を制定するものであります。

制定の理由は、学校給食に係る事務のうち、奈井江町、浦臼町から委託依頼があった調
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理及び洗浄に関する事務を受託するため、本規約を制定しようとするものであります。

このことに関しまして若干ご説明を加えさせていただきます。今回の学校給食の調理及

び洗浄の事務委託に係る事務につきましては、奈井江町、浦臼町から委託業者の撤退、調

理職員の確保や施設の老朽化も進んでいることから、砂川市を受託市として、奈井江町、

浦臼町を委託町として、砂川市において調理及び洗浄の事務を執行しようとするものであ

ります。

それでは、議案第２９号により規約の制定についてご説明申し上げます。次ページをお

開きいただきたいと存じます。

第１条は、趣旨の定めであり、この規約は、地方自治法第２５２条の１４第１項の規定

に基づき、砂川市と奈井江町における学校給食に関する事務の委託について必要な事項を

定めるものであります。

第２条は、委託事務の範囲の定めであり、奈井江町は、学校給食の調理及び洗浄に関す

る事務を砂川市に委託するものであります。

第３条は、管理及び執行の方法の定めであり、委託事務の管理及び執行については、砂

川市の条例、規則及び規程の定めるところによるものであります。

第４条は、経費の負担の定めであり、第１項では、委託事務の管理及び執行に要する経

費は奈井江町の負担とし、奈井江町はその年度に要した経費を砂川市に支払うものとし、

第２項では、経費の額及び納入の時期は砂川市長と奈井江町長との協議により定めるもの

とし、砂川市長はあらかじめ委託事務に要する経費の見積もりに関する書類を奈井江町長

に送付するものであり、第３項では、経費の負担については砂川市と奈井江町との間で基

本的な算定方法を定めるものであります。

第５条は、委託事務の収支の分別の定めであり、砂川市長は、委託事務の管理及び執行

に係る収支については、砂川市歳入歳出予算において分別して計上するものであります。

第６条は、決算の場合の措置の定めであり、砂川市長は、地方自治法第２３３条第６項

の規定により決算の要領を公表したときは、同時に当該決算の委託事務に関する部分を奈

井江町長に通知するものであります。

第７条は、連絡会議等の定めであり、第１項では、砂川市長は委託事務の管理及び執行

について連絡調整を図るため、必要があると認めるときは奈井江町長と連絡会議を開くも

のとし、第２項では、連絡会議のほか、委託事務の円滑な運営を推進するため、必要に応

じて奈井江町の学校給食事務関係者との調整会議を開くことができると規定するものであ

ります。

３ページ、第８条は、条例等改廃の場合の措置の定めであり、第１項では、委託事務の

管理及び執行に適用される砂川市の条例等の全部又は一部を改廃しようとする場合におい

ては、砂川市長はあらかじめ当該条例等奈井江町長に通知しなければならず、第２項では、

これらが改廃された場合において、砂川市長は直ちに当該条例等を奈井江町長に通知しな
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ければならず、第３項では、これら通知があったときは、奈井江町長は直ちに当該条例等

を公表しなければならないと規定するものであります。

附則、第１項として、この規約は、令和２年４月１日から施行することとし、附則第２

項は、委託事務の全部又は一部を廃止する場合においては、当該委託事務の管理及び執行

に係る収支は、廃止の日をもってこれを打ち切り、砂川市長がこれを決算し、この場合に

おいて、決算に伴い剰余金が発生したときは、速やかに奈井江町長に還付しなければなら

ないと規定するものであります。

次に、議案第３０号でありますが、浦臼町と全て同様の内容で規約を制定するものであ

ります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 水島美喜子君 保健福祉部長。

〇保健福祉部長 中村一久君 （登壇） それでは、私より議案第１８号及び議案第１９

号についてご説明申し上げます。

初めに、議案第１８号 砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を

定める条例一部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。

改正の理由でありますが、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部

が改正されたことに伴い、職員の配置基準を改めるとともに、資格要件に係る経過措置の

期限を延長するため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次のページをお開き願います。砂川市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例でありますが、改正の内容につきましては３ペー

ジ、議案第１８号附属説明資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左

が現行、右が改正後であり、改正部分にはアンダーラインを付しております。

第１０条は、職員の定めであり、第２項ただし書中「第５項」を「第６項」に改め、同

条中、第５項を第６項とし、第４項を第５項とし、第３項を第４項とし、第２項の次に次

の１項を加えるものであります。

第３項、前項本文の規定にかかわらず、市長が特に認めた時間帯における利用者が２０

人未満の場合に限り、放課後児童支援員の数は、支援の単位ごとに１人以上とすることが

できる。

附則第２条中「令和２年３月３１日」を「令和５年３月３１日」に、「第１０条第３

項」を「第１０条第４項」に改めるものであります。

附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行するものであり、砂川市学童保育

条例の一部を次のように改正するものであります。第３条第３項中「第１０条第３項」を

「第１０条第４項」に改めるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１９号 砂川市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
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ご説明申し上げます。

改正の理由でありますが、消費税率の引上げに合わせて国が低所得者対策として実施す

る第１号被保険者の保険料の軽減措置について保険料率を改めるとともに、条文を整理す

るため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次のページをお開き願います。砂川市介護保険条例の一部を改正する条例でありますが、

初めに今回の改正の経緯についてご説明申し上げます。消費税による公費を投入して実施

する低所得者の第１号被保険者の保険料の軽減措置につきましては、平成２７年４月から

一部が実施され、さらに令和元年１０月の消費税率１０％の引上げに合わせ、軽減措置を

強化しているところでありますが、軽減強化が完全実施となる令和２年度の保険料率の軽

減割合につきましては第１段階は基準額の０．３、第２段階につきましては基準額の０．

５、第３段階につきましては基準額の０．７とするものであります。

改正の内容につきましては３ページ、議案第１９号附属説明資料の新旧対照表によりご

説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後であり、改正部分にはアンダーラ

インを付しております。

第４条は、保険料率の定めであり、第１項中「平成３２年度」を「令和２年度」に改め、

同条第２項中「平成３１年度から平成３２年度までの各年度」を「令和２年度」に、「２

万７００円」を「１万６，５００円」に改め、同条第３項中「平成３１年度から平成３２

年度までの各年度」を「令和２年度」に「２万７００円」を「１万６，５００円」に、

「３万１，１００円」を「２万７，６００円」に改め、同条第４項中「平成３１年度から

平成３２年度までの各年度」を「令和２年度」に、「２万７００円」を「１万６，５００

円」に、「４万円」を「３万８，６００円」に改めるものであります。

附則として、第１項は施行期日であり、この条例は、規則で定める日から施行するもの

であります。

第２項は経過措置であり、改正後の第４条の規定は、令和２年度分の保険料について適

用し、令和元年度分までの保険料については、なお従前の例によるとするものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 水島美喜子君 経済部長。

〇経済部長 福士勇治君 （登壇） 私から議案第２０号、第２１号についてご説明を申

し上げます。

初めに、議案第２０号 砂川市企業振興促進条例の一部を改正する条例の制定について

ご説明を申し上げます。

改正の理由は、助成制度の期限を延長するとともに、従業員数の要件を緩和することに

より企業の立地を促進するため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市企業振興促進条例の一部を改正する

条例でありますが、改正内容につきましては３ページ、議案第２０号附属説明資料の新旧
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対照表によりご説明を申し上げます。向かいまして左側が現行、右側が改正後となってお

り、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第３条は、補助の対象の定めであり、第１項第１号中、工場施設の次に「、観光事業施

設、特定事業施設及び植物工場施設」を加え、「従業員が５人」を「当該企業施設に従事

する従業員が３人」に改め、同項第２号中「観光事業施設、特定事業施設及び植物工場施

設」を「その他の施設」に、「かつ、新設及び増設にあっては、従業員が３人以上」を

「移設」に改めるものであります。

次に、附則第３項はこの条例の失効の定めであり、本文中「平成３２年３月３１日」を

「令和６年３月３１日」に改め、同項ただし書中「第３条の規定により操業を開始した者

及び第４条の規定により補助金の交付を受けている者」を「第８条に規定する計画書の提

出があった者」に改めるものであります。

附則として、この条例は、公布の日から施行するものであります。ただし、第３条第１

項の改正規定は、令和２年４月１日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２１号 砂川市中小企業等振興条例の一部を改正する条例の制定に

ついてご説明を申し上げます。

改正の理由は、地域住民との触れ合いを深める活性化事業が継続的に行われるよう助成

金の限度額を引き上げるため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次ページをお開きいただきたいと存じます。砂川市中小企業等振興条例の一部を改正す

る条例でありますが、改正内容につきましては３ページ、議案第２１号附属説明資料の新

旧対照表によりご説明を申し上げます。向かいまして左側が現行、右側が改正後となって

おり、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第９条は、商店街活性化事業に対する助成の定めであり、第３項第３号中「２４万３０

００円」を「３２万円」に改めるものであります。

附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 水島美喜子君 建設部長。

〇建設部長 近藤恭史君 （登壇） 私から議案第２２号、第２３号、第３２号について

ご説明申し上げます。

初めに、議案第２２号 砂川市営住宅管理条例の一部を改正する条例の制定についてご

説明申し上げます。

改正の理由は、民法の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律

により公営住宅法の一部が改正されたことに伴い、本条例の一部を改正しようとするもの

であります。

それでは、次のページをお開きいただきたいと存じます。砂川市営住宅管理条例の一部
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を改正する条例でありますが、改正内容につきましては３ページ、議案第２２号附属説明

資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左側が現行、右側が改正後と

なっており、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第３８条は、市営住宅の明渡請求の定めであり、第３項中「年５分の割合」を「法定利

率」に改めるものであります。

附則として、第１項は施行期日であり、この条例は、令和２年４月１日から施行するも

のであります。

第２項は経過措置であり、この条例の施行の日前に到来した支払期に係る改正前の第３

８条第３項に規定する利息については、なお従前の例によるものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２３号 砂川市下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例の制定についてご説明申し上げます。

改正の理由は、地方自治法等の一部を改正する法律により地方自治法の一部が改正され

たことに伴い、同法引用する条項を改めるため、本条例の一部を改正しようとするもので

あります。

それでは、次のページをお開きいただきたいと存じます。砂川市下水道事業の設置等に

関する条例の一部を改正する条例でありますが、改正内容につきましては３ページ、議案

第２３号附属説明資料の新旧対照表によりご説明申し上げます。向かいまして左側が現行、

右側が改正後となっており、改正部分につきましてはアンダーラインを表示しております。

第５条は、職員の賠償責任の免除の定めであり、「第２４３条の２第８項」を「第２４

３条の２の２第８項」に改めるものであります。

附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第３２号 市道路線の変更についてご説明申し上げます。

初めに、変更路線につきましては、路線名は北２号線及び東５線であり、当該路線地先

の企業より、事業規模拡大に伴い、市道認定用地で未整備未供用区間の国有地取得のため、

市道認定の一部を廃止とする要望があり、路線変更により減となる区間は２路線ともに未

整備未供用区間で、地域交通がなく、今後においても道路整備計画がないこと、路線沿線

の土地所有者から了承が得られていることから、終点部の変更を行うものであり、北２号

線につきましては終点焼山鶉線から北吉野３３７番地２地先に、路線の延長を３，１６７．

８メートルから２，５１９．８メートルに変更するものであります。また、東５線につき

ましては、終点を焼山３２０番１地先から北吉野３３８番地先に、路線の延長を１，０６

８．５メートルから２３０．２メートルに変更するものであります。

附属説明資料といたしまして変更路線の図面を添付しておりますので、ご高覧の上、よ

ろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。
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〇議長 水島美喜子君 これより１０分間休憩いたします。

休憩 午前１０時４４分

再開 午前１０時５４分

〇副議長 増山裕司君 休憩中の会議を開きます。

休憩前に引き続き提案説明を求めます。

総務部長。

〇総務部長 熊崎一弘君 （登壇） 議案第７号 令和２年度砂川市一般会計予算につい

てご説明申し上げます。

最初に、予算書の１ページをお開きいただきたいと存じます。第１条は、歳入歳出予算

であります。歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１５８億２，０００万円と定める

ものであります。この予算は、令和元年度６月補正後予算と比較いたしますと３４億２，

０７７万５０００円の増となり、対前年比で２７．６％の増となったところであります。

第２条は、継続費であります。９ページ、第２表、継続費に記載のとおり、２款総務費、

１項総務管理費の庁舎建設工事１億９，２２６万７，０００円について令和２年度、令和

３年度の２か年の継続事業として総額及び年割額を定めるものであります。

第３条は、債務負担行為であります。１０ページ、第３表、債務負担行為に記載のとお

り、土地開発公社用地買収（２年度分）について期間を令和２年度から令和３年度まで、

限度額を７，８３８万２，０００円、新庁舎什器備品購入について期間を令和２年度から

令和３年度まで、限度額２億１３２万４，０００円と定めるものであります。

第４条は、地方債であります。１１ページ、第４表、地方債に記載のとおり、一般単独

事業債以下９件について限度額の合計を４０億６，０５０万円と定めるものであります。

第５条は、一時借入金であります。一時借入金の借入れの最高額を３０億円と定めるも

のであります。

第６条は、歳出予算の流用であります。同一款内で各項の間の経費の金額を流用できる

ことができる場合は、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合と定めるものであります。

それでは、内容の説明を申し上げますが、市政執行方針の３０ページに令和２年度予算

大綱説明資料を添付しておりますので、これに沿って説明してまいります。歳出のほうか

ら説明いたしますので、３４ページをお開きいただきたいと存じます。予算書におきまし

ては事業ごとに説明をしておりますので、説明資料につきましても同様な表示としたとこ

ろでございます。説明資料につきましては予算書のページを記載しておりますが、ページ

につきましては省略して説明をさせていただきます。また、各項目の頭に付してある一つ

丸は継続事業であり、二重丸及びアンダーラインを付してあるのは新規事業あるいは臨時

事業であります。なお、括弧内の数字は、前年度６月補正後の予算額であります。それで

は、二重丸及びアンダーラインの事業中心に説明をしてまいります。
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１款議会費は１億１４１万円で、前年度と比較して７９万２，０００円の減となります。

２款総務費は４０億５，９１５万９，０００円で、前年度と比較して３１億５，９８０

万６，０００円の増となりますが、主な要因につきましてはふるさと応援寄附金に要する

経費で８，４９０万９，０００円の増、財産管理に要する経費で２，５８２万２，０００

円の増、庁舎建設事業費で３１億２，８８１万５，０００円の増、知事・道議選挙の執行

に要する経費で７３５万８，０００円の皆減、市長・市議選挙執行に要する経費で２，６

４２万３，０００円の皆減、参議院議員選挙の執行に要する経費で１，４７２万４，００

０円の皆減などによるものであります。

以下、新規事業や増減の主なものを申し上げます。１目一般管理費の一つ丸、庶務事務

に要する経費で備品購入費３２万１，０００円は、庁舎内に設置しているＡＥＤ本体の使

用期限が切れることから、更新に係る費用であります。同じく一つ丸、町内会館建設等に

要する経費で会館建設等補助金２１９万３，０００円は、町内会館の修繕、消防設備点検

の補助と今年度から実施する町内会館の解体費用について補助をするものでございます。

同じく一つ丸、ふるさと応援寄附金に要する経費で事務補助員報酬１８５万８，０００円

は、処理業務が多忙につき配置している事務補助員の費用であります。同じく二重丸、市

史編さんに要する経費５９３万６，０００円は、平成元年度以降の出来事を取りまとめ、

平成の市史を編さんするために編さん事業を委託する債務負担行為４年目の委託料及び市

史編さん委員会委員の委員報酬などであります。

５目財産管理費の一つ丸、財産管理に要する経費で工事請負費５，０５４万５，０００

円のうち、旧永大ビルアスベスト除却工事は含有調査によりアスベストが確認されたこと

からアスベスト除却工事を実施するものであり、旧北勤労者福祉会館屋根・外壁改修工事

は建物の老朽化により屋根・外壁の改修工事を実施するものであります。

６目企画費の二重丸、第７期総合計画策定に要する経費３５０万４，０００円は、砂川

市の最上位計画である第７期総合計画の策定を進めているところであり、策定するための

委員報酬、計画書作成委託料などの経費であります。

８目交通安全推進費の一つ丸、交通安全推進に要する経費で交通安全施設等整備委託料

５０万５，０００円は、市内に設置しているカーブミラーのうち、さびや老朽化などによ

り更新の必要がある３３基を３年計画で整備しているものであり、令和２年度は７基を整

備する経費であります。同じく一つ丸、バス待合所の管理に要する経費で公衆トイレ解体

工事費３３万５，０００円は、高速バス吉野バス停の利用者のために設置していた公衆ト

イレが老朽化していることから解体撤去するものであります。

１０目市民生活推進費の一つ丸、市民生活向上推進に要する経費で人権啓発看板作成委

託料１万１，０００円は、人権啓発活動のために啓発看板を設置するため、啓発看板の作

成委託料であります。同じく一つ丸、北地区コミュニティセンターの管理に要する経費で

備品購入費３２万１，０００円は、施設内に設置しているＡＥＤ本体の更新に係る経費で
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あります。同じく一つ丸、南地区コミュニティセンターの管理に要する経費で備品購入費

３２万１，０００円は、施設内に設置しているＡＥＤ本体の更新に係る費用であります。

同じく一つ丸、東地区コミュニティセンターの管理に要する経費で修繕料４９万円は、自

動火災報知設備の予備電池試験回路が不良であることから修繕するものであります。

１１目情報化推進費の一つ丸、情報化推進に要する経費で市内公共施設ネットワーク構

築委託料３１７万９，０００円は平成１４年に整備した自営光回線の故障リスクが高まっ

ていることから、費用が安価な光回線サービスを利用するため、各拠点における設定など

の委託をするものであり、市内公共施設イントラネット設備撤去工事１，２３８万６，０

００円は自営光回線を撤去する経費であり、備品購入費６５万２，０００円はオフィスソ

フトのサポート期限が切れるため、新しいバージョンのソフト購入費であります。

１２目電算管理費の一つ丸、電算管理に要する経費で番号制度連携サーバー機器更新委

託料５７２万円は、番号制度に関わる情報連携において宛名情報を一元管理するＩＤ連携

サーバーの保守期間が終了することから、機器一式を更新するものであります。

１３目まちづくり推進費の一つ丸、スマートインターチェンジの利用促進に要する経費

で整備効果検証業務委託料５５万円は、スマートインターチェンジの整備効果の検証を行

うため、検証業務を委託するものであります。同じく一つ丸、協働のまちづくりに要する

経費で地域コミュニティ活動支援事業補助金４５０万３，０００円は、地域コミュニティ

活動支援事業補助金の事業割の事業費に町内会館等の施設を維持管理するための光熱水費

や負担金の支払いを認め、事業割限度額を３万円から４万円に増額し、補助するものであ

ります。同じく二重丸、駅前地区整備の検討に要する経費７８４万２，０００円は、基本

構想をより具体化させるため、導入施設、施設配置などを定める基本計画の策定に着手す

るものであります。

１５目庁舎建設事業費の二重丸、庁舎建設事業費３４億６，２４１万９，０００円は、

新庁舎の建設工事を令和元年８月に着手しており、建設工事及び工事監理委託、機能移転

等支援業務委託を継続事業の２年目として実施する、また今年度は可動書架設置、エント

ランスホール装飾、新庁舎北側駐車場、駐車場ソーラー街灯の各工事を行うほか、令和３

年度までの２か年継続事業で電気設備関連、木製建具、ネットワーク配線の各工事を行う

ものであります。

１目徴税費の一つ丸、市税の賦課事務に要する経費で軽自動車税環境性能割徴収取扱手

数料１１万円は、元年１０月から軽自動車税環境性能割が導入され、申告納付等の取扱事

務については北海道において行われることになったことから、その手数料であります。

１目戸籍住民基本台帳費の一つ丸、住民基本台帳ネットワークシステム管理に要する経

費でシステム機器更新委託料５６万８，０００円は、統合端末とタッチパネルについて機

器更新を行うものであります。

知事・道議選挙費の知事・道議選挙の執行に要する経費、市長・市議選挙費の市長・市
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議選挙の執行に要する経費、参議院議員選挙費の参議院議員選挙の執行に要する経費は皆

減であります。

１目統計調査費の二重丸、国勢調査に要する経費９８６万円は、５年に１度実施される

国勢調査を実施するための調査員報酬、調査区要図作成委託など、国勢調査実施に係るも

のであります。

次に、３５ページでございます。３款民生費は２０億１，１９４万２，０００円で、前

年度と比較して２，５８４万７，０００円の減となりますが、主な要因につきましては、

精神障害者福祉費の自立支援給付費の１，８２５万１，０００円の増、児童福祉総務費の

児童扶養手当３，５００万２，０００円の減、子育て支援費の幼児教育無償化に要する経

費１，００８万８，０００円の増、保育所費の保育所の運営管理に要する経費２，３３５

万２，０００円の増、扶助費の生活保護費医療費扶助３，５４９万３，０００円の減によ

るものであります。

１目社会福祉総務費の二重丸、成年後見制度の利用促進に要する経費２２１万４，００

０円は、成年後見制度利用促進のため、成年後見支援センター事業を社会福祉協議会に委

託し、法人後見制度への支援も行うためのものであります。

２目障害者福祉総務費の二重丸、障害福祉計画策定に要する経費４３万２，０００円は、

令和３年度から令和５年度までの障害福祉計画を策定するためのものであります。

８目ふれあいセンター費の一つ丸、ふれあいセンターの管理に要する経費で備品購入費

３２万１，０００円は、施設内に設置しているＡＥＤ本体の使用期限が切れることから、

更新に係る費用であります。

１目児童福祉総務費の二重丸、福祉医療システムに要する経費で１００万円は、小学生

の医療費の一部負担金軽減に伴う福祉医療システムの改修に係るものであります。

３目子ども発達支援費で一つ丸、子ども通園センターの運営管理に要する経費で備品購

入費２３万１，０００円は、職員の配置に伴う業務用パソコン等の購入費であります。

４目子育て支援費の二重丸、幼児教育無償化に要する経費２，４０５万７，０００円は、

３歳から５歳までの子供の幼稚園、預かり保育、認可外保育所を対象として無償化が実施

されたことに伴う給付費及び事務費であります。同じく二重丸、子育て世代包括支援セン

ター開設準備に要する経費１０万円は、妊娠期から子育て期にわたる切れ目ない支援を行

う子育て世代包括支援センターの開設に向けた準備を行う経費であります。

５目保育所費の一つ丸、保育所の運営管理に要する経費で備品購入費４５万１，０００

円は、ひまわり保育園の午睡用ベッド１５台の購入費及びその他備品の購入費であります。

４款衛生費は６億４０４万１，０００円で、前年度と比較して１億２，７５４万２，０

００円の減となりますが、主な要因につきましては、砂川地区保健衛生組合負担金１億７，

１５９万８，０００円の減、中・北空知廃棄物処理広域連合負担金３，１４２万１，００

０円の増、ごみ処理場修繕料９９０万円の増によるものであります。
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１目保健衛生費の一つ丸、保健衛生対策に要する経費で健康管理システム改修等委託料

２７２万１，０００円は、地域保健健康増進法に関する報告事項の改正などに伴うシステ

ム改修費及び新規採用職員用健康管理システムのライセンス追加費用であります。

２目予防費の一つ丸、感染症予防に要する経費で風疹抗体検査委託料２５８万７，００

０円及び風疹予防接種委託料１２５万７，０００円は、令和３年度までの時限措置として

実施している風疹の追加的対策として、昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生ま

れの男性を対象に抗体検査及び予防接種を実施し、風疹の蔓延を防止するものであります。

次に、二重丸、健康づくり推進事業に要する経費１２７万２，０００円は、特定健診やが

ん検診の受診率向上や市民の主体的な健康づくり活動を推進するため、すながわ健康ポイ

ント事業を実施するための経費であります。

１目ごみ処理費の一つ丸、ごみ収集処理に要する経費の修繕料１，１５０万円はごみ処

理場浸出水処理施設について設備の回転円盤を支える軸受部品に損傷があることから交換

するものであり、一般廃棄物処理基本計画策定委託料３９３万８，０００円は現計画が令

和２年度までとなっており、令和３年度以降の新たな基本計画を策定するため、策定業務

の一部を委託するものであります。

５款労働費は１，１０２万９，０００円で、前年度と比較して６４万６，０００円の減

となります。

１目労働諸費の二重丸、若年者就労支援事業に要する経費６１万１，０００円は、市内

企業の人材不足や人材育成など雇用に係る課題を明らかにし、市内企業の魅力発信を行う

とともに若者のキャリアデザインを推進することで地元での雇用創出を図るための講師謝

礼、企業ＰＲパンフ作成などの経費であります。

６款農林費は１億７，４００万５，０００円で、前年度と比較して６，２１９万３，０

００円の増となります。主な要因は、農業農村整備に要する経費８１６万３，０００円の

減、農業用排水路整備事業費７，３０６万８，０００円の皆増であります。

１目農業委員会費の一つ丸、農業委員会の運営に要する経費で農地台帳システム更新委

託料１１万円は既存システムの移行経費であり、備品購入費３７万３，０００円はパソコ

ンの更新費用であります。

２目農業振興費の一つ丸、農業振興事業に要する経費でスマート農業推進補助金２２５

万円は、省力化や軽量化を図るため、温度センサーによるビニールハウス側面の自動巻き

上げ機の導入に係る経費の一部を補助するものであります。次に、二重丸、環境保全型農

業直接支払交付金３８７万９，０００円は、地球温暖化防止や生物多様性の保全に効果の

高い営農活動に取り組む生産集団に対し、当該営農活動の実施に伴う追加的なコストを支

援することで農業分野の有する環境保全機能を発揮することを目的として交付するもので

あります。

３目農業基盤整備事業費の一つ丸、農業農村整備に要する経費で道営北光袋地地区水利
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施設等調査設計委託料３０万円は、砂川市の基幹作物であるタマネギは収穫量や品質等に

天候が影響するが、主産地である北光袋地地区は北海土地改良区の区域外であり、かん水

体制が整備されておらず、干ばつに対応できないことから、道営事業を活用したかん水体

制を整備するための調査設計委託料であり、国営北海地区土地改良事業負担金４８０万７，

０００円は、国営かんがい排水事業が令和元年度に第１期指定工事が完了するため、市町

村の負担金について一括償還をするものであり、道営北光袋地地区水利施設等保全高度化

事業負担金７０万円は、袋地地区で実施するかん水事業の負担金であります。次に、二重

丸、農業用排水路整備事業費７，３０６万８，０００円は、東豊沼区の農業用排水路のル

ート変更をするとともに、排水断面の改修により災害に強い農業を実現するほか、住宅地

への浸水被害を低減させるための事業であります。

１目林業振興費の一つ丸、林業振興対策に要する経費で市有林整備委託料６６万６，０

００円は、市有林を整備するため、平成２８年、３０年に伐採し、平成２９年、令和元年

に植林した箇所について下刈り等を実施するものであります。次に、二重丸、未来につな

ぐ森づくり推進事業補助金３０７万円は、公共造林事業による植林は所有者の負担が大き

いことから、森林所有者の負担軽減並びに造林事業の促進を図るために補助するものであ

ります。次に、二重丸、森林経営管理に要する経費１８３万１，０００円は、森林経営管

理法に基づき経営や管理が適切に行われていない森林について適切な経営や管理の確保を

図るため、対象森林の植生状況等を把握するとともに、所有者の意向を確認し、必要な措

置を図るための経費及び森林環境譲与税で交付された資金の残金を基金に積み立てるもの

であります。

次に、３６ページになります。７款商工費は１億５，８８４万１，０００円で、前年度

と比較して２８８万７，０００円の増となります。

１目商工振興費の一つ丸、商工業振興対策に要する経費で商工会議所創立７０周年事業

補助金１００万円は、砂川商工会議所が創立７０周年を迎え、記念誌を発行し、記念事業

を開催するために補助するものであり、プレミアム商品券発行事業補助金４００万円は、

市内における消費の喚起と地域経済の活性化を図るため、１セット１万円につき２，００

０円のプレミアムとし、２，０００セット発行する商工会議所が実施するプレミアム商品

券発行事業に対して補助するものであり、商店会連合会商品券発行事業補助金２５０万円

は、砂川商店会連合会の主催事業である夏のトリプルチャンス抽せん会、ウインターチャ

ンスセールにおいて発行される商品券の経費を補助するものであり、商業街路灯無電柱化

工事費補助金６６９万円は、国道１２号の共同溝工事に伴い、今年度工事対象区間にある

各商店会が管理する商業街路灯への電線を地中から引く工事を各商店会が実施することと

なるため、その工事費用を対象商店会へ全額補助するものであります。次に、二重丸、地

域ブランド構築に要する経費８８２万４，０００円は、市内農商工業の発展のために様々

な関係者にて地域ブランドをつくっていくため、そのチーム及び中心となる人材を育成す
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る費用であり、旅費、業務委託料などであります。

２目企業誘致費の一つ丸、企業誘致に要する経費で道央砂川工業団地草刈り業務委託料

１４５万１，０００円は、造成済み区画の草刈りを実施し、工業団地内の環境美化を図る

ための経費であります。次に、二重丸、東京砂川会に要する経費５８万９，０００円は、

隔年で開催する東京砂川会総会の開催経費であります。

３目観光費の一つ丸、イベントに要する経費で納涼花火大会補助金２００万円は、令和

２年度に花火大会を開始して５０回目を迎え、また商工会議所が創立７０周年を迎えるた

め、記念事業として規模を拡大して実施することから増額し、補助するものであります。

次に、二重丸、スイートロード事業補助金７１万４，０００円は、砂川のお菓子の魅力で

まちのイメージアップと市外消費者の誘客を図るすながわスイートロード協議会に引き続

き活動を円滑に実施するため、経費の一部を補助するものであります。次に、二重丸、観

光客誘客の推進に要する経費６７８万４，０００円は、着地型観光を推進する新たな資源

の掘り起こしを行うなど、体験型観光やおもてなし観光の充実を図っており、観光資源の

充実による受入れ体制の整備や効果的な観光ＰＲを行い、観光客誘客の推進を図るための

経費であります。次に、二重丸、忠臣蔵サミットに要する経費２００万５，０００円は、

平成元年度以降参加都市持ち回りで実施されている忠臣蔵サミット義士親善友好都市交流

会議が令和２年度に本市で開催されることとなったことから、今後組織する実行委員会に

対し、運営に要する費用をする交付するものであります。

８款土木費は１３億３，９９９万７，０００円で、前年度と比較して１億２６６万６，

０００円の減となりますが、主な要因につきましては、道路橋梁の修繕工事費４，１６９

万２，０００円の減、道路橋梁新設改良事業費１億２，８７４万円の減、砂川緑地の復旧

に要する経費１，０００万円の増、市営住宅の長寿命化改善工事、団地内公園環境整備な

どの工事費１，８４６万円の増によるものであります。

２目道路橋梁維持費の一つ丸、道路橋梁の維持に要する経費で道路施設等パトロール委

託料２０９万円は、市内の道路施設の老朽化が進んでおり、これまで以上に点検やパトロ

ールが必要となっているため、その業務を委託するものであり、備品購入費１５３万６，

０００円は車両搭載の防災無線が電波法の改正により使用できなくなることから、その代

替としてＩＰ無線機を導入するものであります。二重丸、道路橋梁の修繕工事８，０４０

万２，０００円は、２橋の橋梁修繕工事、道路１路線の修繕工事、１路線の舗装補修工事、

２路線の排水修繕工事であります。

３目道路橋梁新設改良費の二重丸、道路橋梁新設改良事業費３億８，７０３万６，００

０円は、記載のとおり改良舗装、橋梁架け替え等工事６件、測量設計委託５件、街路灯設

置等工事などであります。

１目河川費の一つ丸、河川の維持管理に要する経費で工事請負費１，６８６万３，００

０円は、駄馬の沢川堆積土砂除却工事で、毎年駄馬の沢川土砂ため枡において土砂の除却
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を行っておりますが、下流部に流出した土砂が大量に堆積していることから、土砂の除却

を行い、災害の発生を防止するものであります。次に、二重丸、護岸改修事業費２，６０

８万円は、南５号川護岸改修工事であり、設計委託及び工事を行うものであります。

１目都市計画総務費の一つ丸、都市計画事務に要する経費で都市計画マスタープラン等

策定委託料８３０万５，０００円は、砂川市都市計画マスタープラン及び砂川市緑の基本

計画は砂川市総合計画に即して策定しており、現行計画の期間は令和２年度に終了を迎え

ることから、両計画の内容を見直すため、策定業務を委託するものであります。二重丸、

ＪＲ砂川駅設備改善事業に要する経費１４万９，０００円は、高齢者や障害者を初めとす

る市民が安全かつ快適に利用できるようにＪＲ砂川駅の設備改善に向けた協議を進めてい

るところであり、引き続きＪＲ北海道との協議を行うとともに、ＪＲ砂川駅ホーム待合室

の維持管理を行う経費であります。

２目公園管理費の二重丸、砂川緑地の復旧に要する経費３，４００万円は、オアシスゴ

ルフ場の閉鎖に伴い、占用している河川緑地を国へ返地するため、専用施設を撤去し、原

形復旧を行うものであります。同じく一つ丸、公園の維持管理に要する経費で工事請負費

２４２万円は、公園施設長寿命化遊具修繕工事は長寿化計画に基づき市内公園の遊具の修

繕工事を行うものであり、北光公園旧テニスコート照明撤去工事は旧テニスコートの夜間

照明が今後使用する予定もなく、老朽化しているため撤去するものであります。

１目市営住宅管理費の一つ丸、市営住宅の管理に要する経費で東町・寺町団地公園環境

整備実施設計委託料３８２万円は、子育てや団地内コミュニティ活動を支援するため東町

団地、寺町団地内の公園整備を行うため、実施設計を委託するものであります。工事請負

費１億１，２１３万２，０００円は、長寿命化等を図る北光団地屋根・外壁改善工事、北

光団地西５条広場を整備する北光団地公園環境整備工事、住み替えに伴い用途廃止した住

棟を解体する宮川団地解体工事、老朽化に伴う寺町団地物置改修工事、団地用給油システ

ムの耐用年限に伴う石山東町団地集中給油システム更新工事を行うものであります。同じ

く一つ丸、改良住宅の管理に要する経費で工事請負費４，１４９万２，０００円は、北光

団地北側奥の広場の整備を行う北光団地公園環境整備工事、宮川中央団地西７条広場の整

備を行う宮川中央団地公園環境整備工事、老朽化に伴う非常用照明を年次計画で更新して

る宮川中央団地非常用照明ＬＥＤ化改修工事及び老朽化に伴う物置を改修する宮川中央団

地物置屋根改修工事を行うものであります。

２目住宅管理費の一つ丸、教職員住宅の管理に要する経費で教員住宅家賃補助金６万２，

０００円は、市の教員住宅に入居できない校長、教頭が民間アパート等を借りる際に市の

教員住宅との家賃等の差額を補助するものであります。同じく二重丸、ハートフル住まい

る推進事業に要する経費５，４００万円は、砂川市住生活基本計画に基づき、定住促進と

まちなか居住への誘導及び良質なストック形成、地元企業の利用促進を目的とする高齢者

等安心住まいる住宅改修補助金、永く住まいる住宅改修補助金、まちなか住まいる等住宅
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促進補助金、空き家の予防を目的とする老朽住宅除却費補助金、自然エネルギーの活用の

促進を目的とする住宅用太陽光発電システム導入費補助金であります。同じく二重丸、住

み替え支援事業に要する経費１，４３０万４，０００円は、住み替えや移住、定住の促進

を図る登録物件促進補助金、移住促進補助金、子育て支援や若年夫婦の住み替えを支援す

る同居近居促進補助金、子育て支援補助金であります。

次に、３７ページになります。９款消防費は４億５，２４８万２，０００円で、前年度

と比較して７，０５２万円の増となりますが、主な要因につきましては砂川地区広域消防

組合負担金の６，９５３万６，０００円の増によるものであります。

２目災害対策費の一つ丸、災害対策に要する経費で備蓄品購入費４０万円は、非常用備

蓄食料の更新とブルーシートを購入するものであり、北海道総合行政情報ネットワーク工

事費負担金３６４万７０００円は、北海道内全ての市町村に整備されている総合行政情報

ネットワーク衛星無線設備について北海道が全道統一した企画で更新するため、更新費用

を負担するものであります。

１０款教育費は８億９，２９３万４，０００円で、前年度と比較して３億４，１６３万

円の増となりますが、主な内容につきましては、学校の管理に要する経費１，１７８万８，

０００円の減、同じく中学校の管理に要する経費２，１１０万８，０００円の増、テニス

コート改修事業費２億２，９８０万円の皆増、学校給食の実施に要する経費１億１，１４

８万６，０００円の増によるものであります。

２目事務局費の二重丸、市立小中学校の適正規模、適正配置の検討に要する経費３２万

円は、小中学校の適正規模、適正配置の推進に伴う小中一貫教育に関わる調査研究に必要

な資料集積、さらに保護者、地域説明会の開催経費であります。

１目小学校管理費の一つ丸、学校の管理に要する経費で校務支援システム利用料２５３万

円、校務支援システム接続委託料９０万５，０００円は、児童に関する様々な情報のデジ

タル化や教職員間で情報共有できるシステムの導入により会議や打ち合わせの事務負担を

軽減する校務支援システムを導入するものであり、校舎内床ワックス塗布委託料４６万６，

０００円は、中央、空知太小学校の廊下、階段等にワックス塗布を行うもの、中央小学校

旧教頭住宅等解体工事費４５１万６，０００円は、老朽化が著しく損壊が激しい旧住宅と

旧倉庫を解体するものであります。備品購入費３９０万３，０００円はプール上屋シート

の購入費などであり、楽器購入費９８万１，０００円は楽器購入に対して寄附があったこ

とから砂川小学校の楽器を購入するものであります。

２目小学校教育振興費の二重丸、市費教員任用に要する経費２７９万３，０００円は、

北光小の複式学級に引き続き児童の学習をサポートする支援員を配置する経費であります。

同じく二重丸、学校運営協議会の運営に要する経費１８万５，０００円は、社会に開かれ

た教育課程を目指すため、モデル校として砂川小学校に学校運営協議会を設置することか

ら、運営に必要な経費であります。同じく二重丸、教師用教科書、指導書に要する経費８
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３３万２，０００円は、令和２年度からの小学校教科書の改訂に伴い、教職員の指導方法

の平準化を図り、各児童が均一な学習を受けられるよう、教師用教科書及び教師用指導書

の購入費であります。同じく二重丸、学校間連携事業に要する経費２５万６，０００円は、

中１ギャップの改善のための小中学校間の連携や中学校入学後の集団への適応や効果的な

学習を目指すための児童同士の交流を図る小学校間の連携を促進するため、学校間の移動

のための車借り上げ料であります。同じく一つ丸、その他教育振興に要する経費で教育心

理検査委託料９万８，０００円は、児童個々の状況や学級集団の適応性について実態を把

握するため、児童の満足度や意欲、対人関係スキルをはかる心理検査を実施するものであ

ります。

１目中学校管理費の一つ丸、学校の管理に要する経費で校務支援システム利用料９０万

７，０００円は、生徒に関する様々な情報のデジタル化や教職員間で情報を共有できるシ

ステムの導入により会議や打合せの事務負担を軽減するための校務支援システムを導入す

るものであり、校舎内床ワックス塗布委託料８７万３，０００円は、石山中学校の体育館、

廊下、階段等にワックス塗布を行うものであり、砂川中学校放送設備、電話システム改修

工事費１，５８９万９，０００円は、放送設備及び電話システムが老朽化し、校内放送及

び電話使用時に支障が出ていることから、改修するものであります。備品購入費１９４万

円は、砂川中学校において老朽化している除雪機、印刷機及び家庭科室ガス器具の更新な

どを行うものであり、楽器購入費２０５万７，０００円は、楽器購入に対し寄附があった

ことから砂川中学校の楽器を機購入するものであります。

２目中学校教育振興費の二重丸、学校運営協議会の運営に要する経費１８万５，０００

円は、小学校と同様に社会に開かれた教育課程を目指すため、モデル校として砂川中学校

に学校運営協議会を設置することから、運営に必要な経費であります。次に、一つ丸、そ

の他教育振興に要する経費で教育心理検査委託料１７万３，０００円は、小学校と同様に

生徒個々の状況や学校、学級集団の適応性について実態把握するため、生徒の満足度や意

欲、対人関係スキルをはかる心理検査を実施するものであります。

１目社会教育費の一つ丸、地域交流センターの運営に要する経費で備品購入費５４万８，

０００円は、施設の必要なＡＥＤの更新、プロジェクターの更新などを行うものでありま

す。二重丸、学校運営協議会の活動に要する経費４４万７，０００円は、砂川小学校及び

砂川中学校において設置される学校運営協議会の活動に必要な経費であります。

２目公民館費の一つ丸、公民館の管理に要する経費で備品購入費２７１万８，０００円

は、ＡＥＤの更新、避難用垂直式救助袋の更新などを行うものであります。次に、一つ丸、

郷土資料室の運営管理に要する経費でデジタルデータ化委託料４５万７，０００円は、視

聴覚ライブラリー及び郷土資料室に保存、収集している映像や音声資料で後世に残すべき

ものをデジタル化する経費であります。

３目図書館費の一つ丸、図書館の運営管理に要する経費でダムウェーター改修工事費４
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２５万７，０００円は、図書館に設置されているダムウェーターは開館時に設置され、３

７年余りが経過しており、老朽化し、保守部品の供給も終了しているため、早急に更新を

行うものであり、備品購入費６５万円は図書収納用の書架、読み聞かせ用備品を購入する

ものであり、図書購入費５００万円は毎年度購入する図書に加え、平成３０年に寄附を受

けたことから、乳幼児から青年までを対象とした図書を購入するものであります。

１目市民スポーツ推進費の一つ丸、体育振興及び指導に要する経費でプール監視業務委

託料６０万４，０００円は、プール開放事業の際に監視員を雇用し、監視に当たっている

が、業務が繁忙する時間帯の業務を委託し、２人体制で監視に当たるものであります。

２目体育施設費の一つ丸、総合体育館の管理に要する経費で備品購入費９５万円は、Ａ

ＥＤ事務室暖房機、草刈り機、業務用パソコンを更新するものであります。次に、一つ丸、

海洋センターの管理に要する経費で備品購入費６７万２，０００円は、ＡＥＤ、ライフジ

ャケット、草刈り機、業務用パソコンを更新するものであります。次に、二重丸、テニス

コート改修事業費２億２，９８０万円は、開設から２３年経過し、老朽化により人工芝の

破断など不具合が生じていることから、人工芝の全面改修を行うほか、夜間照明のＬＥＤ

化、利用上の安全性を確保するために擁壁及びフェンスの改修等を行うものであります。

１目給食センター費の一つ丸、学校給食の実施に要する経費で賄い材料費２，５４２万

８，０００円は、令和２年４月から上砂川町、８月以降から奈井江町、浦臼町の学校給食

調理業務を受託することから、各町分の食材費であり、生産物賠償責任保険料６万４，０

００円は給食を原因とした事故の補償のための保険料であり、給食パン、米飯運搬委託料

２４２万２，０００円は、主食のパン及び米飯の運搬料を市で負担するものであります。

工事請負費３，１８４万５，０００円は、施設の老朽化により、床暖房系統不凍液交換、

厨房系統給排気ダクト整備、暖房系統配管設備改修、調理室照明ＬＥＤ化改修の各工事を

行うものであり、備品購入費６，７４０万５，０００円は、食缶消毒保管庫、あえもの用

冷蔵庫、スチームコンベクションオーブン、米飯わん、汁わんを購入するものであります。

次に、３８ページです。１１款公債費は１１億３，２２５万９，０００円で、前年度と

比較して２，０５５万２，０００円の増となります。

１２款諸支出金は３３億６，００１万６，０００円で、前年度と比較して５，１９４万

８，０００円の増となります。増減については記載のとおりでありますが、１目国保会計

繰出金は１，１３３万円の減であり、２目下水道会計繰出金は２４万３，０００円の増で

あり、３目病院会計繰出金は３，９３０万９，０００円の増であり、特別交付税の増が主

な要因であり、４目介護保険会計繰出金は１，８２０万２，０００円の増であり、後期高

齢者医療会計繰出金は８９０万３，０００円の増であります。

１３款職員費は１５億１，６８８万５，０００円で、前年度と比較して３，１２６万８，

０００円の減となりますが、主な要因は、給料で１，２４０万５，０００円の増、職員手

当等で５０万８，０００円の増、退職手当組合納付金の減などにより共済費で４，４１８
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万２，０００円の減であります。

以上が歳出であります。

次に、歳入について申し上げますが、戻っていただきまして３０ページを御覧いただき

たいと存じます。主なもののみ説明してまいります。

１款市税は２０億２，５１０万４，０００円で、前年度と比較して６５２万４，０００

円の減となりますが、主な原因につきましては、個人市民税で１，１６４万７，０００円

の増、法人市民税で９３５万８，０００円の減、固定資産税で土地評価額の下落等により

９８０万４，０００円の減であります。

７款地方消費税交付金は４億７，０００万円で、前年度と比較して１億１，０００万円

の増となりますが、昨年１０月の消費税率の引上げに伴う増収によるものであります。

次に、３１ページ、９款環境性能割等交付金４５０万１，０００円で、前年度と比較し

て１，１４９万９，０００円の減となりますが、交付実績に基づき予算を算定したことに

よるものであります。

１０款地方特例交付金９３６万７，０００円で、前年度と比較して３，０６１万７，０

００円の減となりますが、主な要因につきましては、子ども・子育て支援臨時交付金が終

了となったためであります。

１１款地方交付税は４７億２，３００万円で、前年度と比較して１億３，７００万円の

増となりますが、地方財政対策では前年度比４，０７３億円の増額が示されているところ

であり、幼児教育・保育の無償化の実施や会計年度任用職員制度の導入への対応、人口減

少や少子高齢化対策のため新たに創設された地域再生事業費などにより増が見込まれ、基

準財政需要額は２億３，９８４万円の増額を見込みました。基準財政収入額は、地方消費

税交付金等の増額が見込まれることから１億２８４万円の増額を見込み、普通交付税で差

引き１億３，７００万円の増を見込んだところであります。

１３款分担金及び負担金は１億５，６８１万７，０００円で、前年度と比較して７，０

２３万１，０００円の増であり、学校給食の受託により、各町より学校給食事業負担金７，

３３９万４，０００円を受けるものであります。

次に、３２ページ、１５款国庫支出金は１３億４，８３５万１，０００円で、前年度と

比較して９，１３５万６，０００円の増となります。主な要因につきましては、１目民生

費国庫負担金で生活保護費３，３３８万４，０００円の減、１目土木費国庫補助金で橋梁

長寿命化修繕事業費２，７２２万５，０００円の皆増、４目総務費国庫補助金で再生可能

エネルギー電気・熱自立的普及促進事業費７，１２２万４，０００円の皆増であります。

１６款道支出金は６億１，１０６万７，０００円で、前年度と比較して５，１３９万８，

０００円の増となりますが、主な要因につきましては、１目民生費道負担金で児童福祉費

９８９万１，０００円の増、３目農林費道補助金で農業基盤奨励費４，２６７万円の増、

１目総務費道委託金で知事・道議選挙費７３５万８，０００円の皆減、参議院議員選挙費
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１，３２７万７，０００円の皆減であります。

次に、３３ページ、１９款繰入金は９億７，９９９万９，０００円で、前年度と比較し

て２億３，３３２万５，０００円の増となりますが、主な要因につきましては、財政調整

基金繰入金１億７，０００万円の減、ふるさと納税などの寄附金を積み立てた基金から各

事業に充当するまちづくり事業基金繰入金７，３０２万１，０００円、社会福祉事業振興

基金繰入金６，２２３万円の増、庁舎建設工事に充当する庁舎整備基金繰入金２億６，８

１５万７，０００円の増であります。

２２款市債は４０億６，０５０万円で、前年度と比較して２７億５，７９０万円の増と

なりますが、主な要因につきましては、１目総務債で一般単独事業債２，１１０万円の皆

増、２目土木債で公共事業等債１，３７０万円の増、３目過疎対策事業債で道路整備事業

債１億５，９２０万円の減、給食センター整備事業債で３，９７０万円の増、テニスコー

ト整備事業債１億８，３５０万円の増、消防施設整備事業債４，６７０万円の皆増、農地

耕作条件改善事業債２，７４０万円の皆増、庁舎整備事業債６，６４０万円の増、廃棄物

処理施設整備事業債１億８，６３０万円の皆減、４目臨時財政対策債で２，９８０万円の

減、５目緊急防災・減災事業債で６，７７０万円の増、６目公共施設等適正管理推進事業

債で市町村役場機能緊急保全事業債２６億３，５００万円の増、７目緊急自然災害防止対

策事業債３，２９０万円の皆増であります。

以上が歳入でありますが、予算書の２６８ページ以降には給与費明細書、継続費に関す

る調書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する調書を添付しておりますので、ご高

覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇副議長 増山裕司君 市民部長。

〇市民部長 峯田和興君 （登壇） 私から議案第８号、議案第１０号についてご説明申

し上げます。

初めに、議案第８号 令和２年度砂川市国民健康保険特別会計予算についてご説明申し

上げます。

予算書の２８３ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は歳入歳出それぞれ２１億２，２８６万３，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金であり、一時借入金の借入れの最高額は３億円と定めるものであ

ります。

第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費を各項の間で流用することができると定めるも

のであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。３０８ページをお開き願い

ます。１款総務費、１項１目一般管理費で対前年比２，４３３万９，０００円の増は、一

般管理事務員に要する経費のうち、北海道クラウド導入に係る負担金等及び番号制度シス



－135－

テム整備委託料等の増によるものであります。

３１４ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目療養給付費で対前年比１，

５００万円の増、２項１目高額療養費で対前年比２，３００万円の減は、それぞれ令和元

年度の決算見込みに基づき推計したことによるものであります。なお、今年度より、経過

措置として区分しておりました退職被保険者分は対象者がいなくなることから、予算科目

を統合しております。

３１６ページをお開き願います。４項１目出産育児一時金で対前年比４２万円の減は、

近年の出産件数の減少と令和元年度の決算見込みに基づき推計したことによるものであり

ます。

３１８ページをお開き願います。３款国民健康保険事業費納付金で対前年比４５万９，

０００円の減は、本年１月に北海道が行った令和２年度国保事業費納付金本算定により、

全道の保険給付費に必要な費用を各市町村の被保険者数、所得及び医療費等の状況に応じ

て案分した金額であります。

３２２ページをお開き願います。５款財政安定化基金拠出金、１項１目財政安定化基金

拠出金で対前年比２，０００円の皆増は、北海道胆振東部地震により局地激甚災害指定を

受けた地域に対し、不足する保険料必要相当額について北海道の財政安定化基金拠出金よ

り交付を行ったことから、当該交付額について道内の市町村がそれぞれ拠出するものであ

ります。

３２４ページをお開き願います。６款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費で対

前年比１４７万円の減は、主に特定健康診査等に要する経費のうち、対象者の減少による

健診委託料の減によるものであります。

３２８ページをお開き願います。７款基金積立金、１項１目基金積立金で対前年比２１

万８，０００円の増は、国保基金積立金の増によるものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては２８７ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款国民健康保険税は２億３，１８６万６，０００円で、対前年比１，２６８

万１，０００円の減であり、主に被保険者数の減による所得割、均等割の減によるもので

あります。

２款国庫支出金は１６２万３，０００円で、社会保障・税番号制度システム整備費補助

金の皆増によるものであります。

３款道支出金は１７億５０１万７，０００円で、対前年比１，５２４万１，０００円の

増であり、主に北海道クラウド導入に係る保険給付費等交付金特別交付金のうち、都道府

県繰入金の増によるものであります。

４款財産収入は４５万２，０００円で、対前年比２１万８，０００円の増であり、基金

運用による利子の増によるものであります。

５款繰入金は１億８，２５７万４，０００円で、対前年比１，１３３万円の減であり、
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主に財政安定化支援事業分を含め、一般会計繰入金の減によるものであります。

以上が歳入でありますが、予算書の３３８ページから３４５ページには給与費明細書を

添付しておりますので、ご高覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１０号 令和２年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算についてご

説明申し上げます。

予算書の４１１ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は歳入歳出それぞれ６億２，５４６万８，０００円と定めるものであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。４２８ページをお開き願い

ます。１款総務費、１項１目一般管理費で対前年比３５万５，０００円の減は、主に令和

元年度に実施しました電算システム改修委託料２７万円とパソコン購入費１３万４，００

０円の減によるものであります。

４３０ページをお開き願います。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高

齢者医療広域連合納付金で対前年比１，６０５万７，０００円の増は、主に保険料分負担

金及び療養給付費分負担金の増によるものであります。

４３２ページをお開き願います。３款保健事業費、１項１目健康保持増進事業費で対前

年比１２万９，０００円の増は、主に後期高齢者健康診査委託料の増によるものでありま

す。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては４１５ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款後期高齢者医療保険料は２億２，９７３万９，０００円で、対前年比６８

９万６，０００円の増であり、主に保険料率の改正及び対象人員の増によるものでありま

す。

２款繰入金は３億９，２６８万６，０００円で、対前年比８９０万３，０００円の増で

あり、一般会計繰入金のうち、保険基盤安定分繰入金及び療養給付費分繰入金の増による

ものであります。

４款諸収入は３０４万２，０００円で、対前年比１０万円の増は健康診査の増に伴う受

託事業収入の増によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇副議長 増山裕司君 午後１時まで休憩します。

休憩 午前１１時４６分

再開 午後 １時００分

〇副議長 増山裕司君 休憩中の会議を開きます。

休憩前に引き続き提案説明を求めます。

保健福祉部長。

〇保健福祉部長 中村一久君 （登壇） それでは、私から議案第９号 令和２年度砂川

市介護保険特別会計予算についてご説明申し上げます。
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予算書の３４７ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は歳入歳出それぞれ１９億３，１６８万７，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金で、借入れの最高額を１億円と定めるものであります。

第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費を各項の間で流用することができると定めるも

のであります。

それでは、主なものについて歳出からご説明申し上げます。３７４ページをお開き願い

ます。１款総務費、１項１目一般管理費で二重丸、事業計画策定に要する経費４９５万９，

０００円は、令和３年度から令和５年度までの３か年を計画年度とする第８期高齢者保健

福祉計画・介護保険事業計画の策定に要する経費であります。

３８０ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目居宅介護サービス給付費で

対前年比５，０９８万１，０００円の増は、訪問介護の前年度利用実績に基づく増及び令

和元年度に新たに整備された特定施設入居者生活介護の利用者の増を見込むものでありま

す。

３目施設介護サービス給付費で対前年比１，７９４万１，０００円の減は、介護療養型

医療施設の前年度利用実績に基づくものであります。

３９０ページをお開き願います。５項１目特定入所者介護サービス費で６８１万５，０

００円の減は、介護保険施設の食費及び居住費に対する利用者負担軽減対象者の減による

ものであります。

３９４ページをお開き願います。４款地域支援事業費、１項１目介護予防生活支援サー

ビス事業費で６３５万９，０００円の増は、通所型サービスの前年度利用実績に基づくも

のであります。

４００ページをお開き願います。３項２目任意事業費でアンダーラインを付しておりま

す成年後見制度普及啓発事業委託料５３万円は、認知症高齢者等が地域で安心して暮らす

ことができるよう、成年後見制度の効果的な普及啓発を図るため、成年後見センター事業

を行う砂川市社会福祉協議会に委託するものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては３５３ページの総括でご説明申し上げま

す。１款保険料は３億４１２万２，０００円で、対前年比５９６万７，０００円の減であ

り、消費税率の引上げに併せて国が低所得者対策として実施する第１号保険料の軽減措置

により第１段階から第３段階までの保険料率が引き下げられることに伴う保険料額の減に

よるものであります。

２款分担金及び負担金は１１９万４，０００円で、対前年比１万６，０００円の増であ

り、情報共有ネットワーク事業費負担金の増などによるものであります。

３款国庫支出金４億８，６１０万３，０００円で、対前年比４２万４，０００円の増、

４款支払基金交付金５億１０２万１，０００円で、対前年比６４４万４，０００円の増、
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５款道支出金２億８，９２１万３，０００円で、対前年比１１９万９，０００円の増は、

保険給付費の増に伴う負担ルール分の増によるものであります。

６款財産収入４４万６，０００円は、基金運用利息であります。

７款繰入金３億４，９５７万９，０００円で、対前年比２，１２８万８，０００円の増

は保険給付費の増に伴う負担ルール分の増及び消費税率の引上げに併せて国が低所得者対

策として実施する第１号保険料の軽減措置に伴う国、北海道、市の負担金の増によるもの

であります。

８款繰越金につきましては、前年度と同額であります。

９款諸収入８，０００円で、対前年比１１２万２，０００円の減は介護サービス提供基

盤等整備事業費交付金返還金の減によるものであります。

なお、予算書の４０８ページ及び４０９ページには給与費明細書を添付しておりますの

で、ご高覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇副議長 増山裕司君 建設部長。

〇建設部長 近藤恭史君 （登壇） 議案第１１号 令和２年度砂川市下水道事業会計予

算についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開き願います。第２条は、業務の

予定量であり、公共下水道事業は、処理区域面積８２３ヘクタール、年間有収水量１４３

万３，０００立方メートルと予定したところであります。個別排水処理施設事業は、年間

有収水量２万６，８８０立方メートルと予定したところであります。主要な建設改良事業

は、公共下水道整備事業１億４，３９８万９，０００円、個別排水処理施設整備事業１，

３５０万８，０００円と予定したところであります。

第３条は、収益的収入及び支出の予定額であり、下水道事業収益は７億８，８８９万６，

０００円、下水道事業費用は５億５，１７０万６，０００円と定めるものであります。

２ページをお開き願います。第４条は、資本的収入及び支出の予定額であり、資本的収

入は１億９，４９７万４，０００円、資本的支出は５億７，９４６万４，０００円と定め、

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３億８，４４９万円は当年度分消費税及び

地方消費税資本的収支調整額９５６万円、当年度分損益勘定留保資金１億８，２６９万５，

０００円及び当年度利益剰余金処分額１億９，２２３万５，０００円で補填するものであ

ります。

第５条は、企業債であり、下水道資本費平準化債から過疎対策事業債まで、限度額の合

計を１億２，９４０万円と定めるものであります。なお、起債の方法、利率及び償還の方

法は、それぞれ記載のとおりであります。

第６条は、一時借入金であり、一時借入金の限度額は３億円と定めるものであります。

３ページを御覧願います。第７条は、予定支出の各項の経費の金額の流用であり、予定

支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、営業費用、営業外費用及び特別

損失の間の流用と定めるものであります。
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第８条は、議会の議会議決を経なければ流用することのできない経費であり、職員給与

費３，９０３万５，０００円と定めるものであります。

第９条は、他会計からの補助金であり、下水道事業のため、一般会計からこの会計へ補

助を受ける金額は１億７，１７９万３，０００円であるとするものであります。

第１０条は、利益剰余金の処分であり、当年度利益剰余金のうち１億９，２２３万５，

０００円は減債積立金として処分するものと定めるものであります。

続きまして、４ページをお開き願います。実施計画及び説明書についてご説明申し上げ

ます。初めに、収益的収入でありますが、１款下水道事業収益、１項営業収益は、前年度

より４０６万円増の４億４，９８７万７，０００円を予定したところであります。内訳と

いたしましては、１目下水道使用料は消費税率引き上げに伴い、前年度より３４９万９，

０００円増の３億７，９８２万７，０００円、２目雨水処理負担金は雨水処理に要する経

費の増加に伴い、前年度より５６万１，０００円増の７，００５万円を予定したところで

あります。

次に、２項営業外収益は、前年度より４４万９，０００円増の３億３，９０１万９，０

００円を予定したところであります。内訳といたしましては、１目受取利息及び配当金は

前年度と同額の２，０００円、２目他会計補助金は汚水処理に要する経費などの増加に伴

い、前年度より１４４万７，０００円増の１億７，１７９万３，０００円、３目長期前受

金戻入は償却資産の除却費の減に伴い、前年度より９９万８，０００円減の１億６，７１

２万３，０００円、４目雑収益は前年度と同額の１０万１，０００円を予定したところで

あります。

６ページをお開き願います。次に、収益的支出でありますが、１款下水道事業費用、１

項営業費用は、前年度より４３８万８，０００円減の４億９，３４２万４，０００円を予

定したところであります。内訳といたしましては、１目管渠費は昇給などによる職員人件

費の増加や修繕費等の増加に伴い、前年度より１６４万７，０００円増の２，９８４万２，

０００円、２目ポンプ場費は修繕費の減などに伴い、前年度より１１２万円減の８５２万

８，０００円、３目流域下水道管理費は令和２年度より水量負担単価が１立方メートル当

たり２５円から２７円に増額したことなどによる石狩川流域下水道組合負担金の増に伴い、

前年度より７９４万２，０００円増の５，９８３万６，０００円、４目個別排水処理施設

費は浄化槽維持管理委託料の増などに伴い、前年度より４万１，０００円増の１，２５８

万８，０００円を予定したところであります。

８ページをお開き願います。５目総係費は、中空知広域水道企業団に対する水道の隔月

検針への変更に伴うシステム改修の完了などによる使用料算定等事務委託負担金の減など

に伴い、前年度より３０２万２，０００円減の３，２８１万２，０００円、６目減価償却

費は、令和元年度償却資産取得による有形固定資産の減価償却費の増などに伴い、前年度

より１９４万１，０００円増の３億４，２８５万５，０００円を予定したところでありま
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す。

１０ページをお開き願います。７目資産減耗費は、本年度に実施する東１線管渠布設替

え工事において汚水管の除却を予定しており、前年度より１，１８１万７，０００円減の

６９６万３，０００円を予定したところであります。

次に、２項営業外費用は、前年度より１，０４３万１，０００円減の５，７２３万２，

０００円を予定したところであります。内訳といたしましては、１目支払利息及び企業債

取扱諸費は過去に借り入れた起債の償還完了と利率見直し方式で借り入れた起債の利率低

下などに伴い、前年度より８９１万９，０００円減の４，１９２万８，０００円、２目消

費税及び地方消費税は課税仕入れ控除額の増加に伴い、前年度より１５１万２，０００円

減の１，５３０万４，０００円を予定したところであります。

次に、３項特別損失は、前年度より３２０万６，０００円減の５万円を予定したところ

であります。内訳といたしましては、１目過年度損益修正損は前年度と同額の５万円、２

目その他特別損失は地方公営企業法の適用初年度にかかる経費であり、今年度においては

支出の予定がないことから、前年度より３２０万６，０００円の減を予定したところであ

ります。

次に、４項予備費は、前年度と同額の１００万円を予定したところであります。

１２ページをお開き願います。次に、資本的収入でありますが、１款資本的収入、１項

企業債は、１目企業債において下水道資本費平準化債及び建設改良費に充てる企業債の増

に伴い、前年度より６９０万円増の１億２，９４０万円を予定したところであります。

次に、２項出資金は、１目出資金において企業債償還金の減に伴い、前年度より１７６

万５，０００円減の１，６１５万８，０００円を予定したところであります。

次に、３項国庫補助金は、１目国庫補助金において社会資本整備総合交付金事業の増加

に伴い、前年度より２，１５０万円増の４，７５０万円を予定したところであります。

次に、４項分担金及び負担金は、前年度より６６万６，０００円減の１１４万６，００

０円を予定したところであります。１目分担金は下水道受益者分担金及び個別排水処理施

設分担金の減に伴い、前年度より６万９，０００円減の６４万７，０００円、２目負担金

は下水道受益者負担金の減に伴い、前年度より５９万７，０００円減の４９万９，０００

円を予定したところであります。

次に、５項長期貸付金収入は、１目一般貸付金収入において水洗便所改造資金貸付け件

数減による元金収入の減に伴い、前年度より５２万６，０００円減の７７万円を予定した

ところであります。

１４ページをお開き願います。次に、資本的支出でありますが、説明欄でアンダーライ

ンを付しているのは臨時事業であります。１款資本的支出、１項建設改良費は、前年度よ

り３，３６９万８，０００円増の１億７，３７５万６，０００円を予定したところであり

ます。内訳といたしましては、１目公共下水道整備事業費は交付金事業として奈江豊平川



－141－

１４排水区管渠新設工事及び公共下水道事業計画変更業務委託、下水道ストックマネジメ

ント計画策定業務委託、単独事業として東１線管渠布設替え工事を行うため、前年度より

３，３０３万６，０００円増の１億４，３９８万９，０００円、２目流域下水道整備事業

費は北海道が実施する流域下水道施設の工事費等の増による負担金の増に伴い、前年度よ

り４０万９，０００円増の１，６２５万９，０００円、３目個別排水処理施設整備事業費

は合併処理浄化槽設置工事費の増に伴い、前年度より２５万３，０００円増の１，３５０

万８，０００円を予定したところであります。

次に、２項企業債償還金は、１目企業債償還金において過去に借り入れた起債の償還完

了などに伴い、前年度より１，１４７万５，０００円減の４億４７０万８，０００円を予

定したところであります。

次に、３項長期貸付金は、１目一般貸付金において公共下水道及び個別排水処理施設の

水洗便所改造資金貸付け件数の減に伴い、前年度より３００万円減の１００万円を予定し

たところであります。

１６ページ以降は財務諸表など予算に関連する資料でありますので、ご高覧をいただき、

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇副議長 増山裕司君 病院事務局長。

〇病院事務局長 朝日紀博君 （登壇） 私から議案第１２号 令和２年度砂川市病院事

業会計予算についてご説明申し上げます。

１ページを御覧いただきたいと存じます。第２条は、業務の予定量であり、病床数は４

９８床、年間患者数は入院を１４万６，１５３人、外来を２５万９，１９８人とし、１日

平均患者数は入院を４００人、外来を１，０６７人としたところであります。主要な建設

改良事業は、１、医療機械器具整備事業であります。

第３条は、収益的収入及び支出の予定額であり、病院事業収益は１４６億３，２５７万

７，０００円、病院事業費用は１４８億３，２８２万８，０００円と定めるものでありま

す。

２ページをお開きいただきたいと存じます。第４条は、資本的収入及び支出の予定額で

あり、資本的収入は８億７，９３３万７，０００円、資本的支出は１４億２，８５１万２，

０００円と定め、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５億４，９１７万５，０

００円は過年度分損益勘定留保資金で補填するものであります。

第５条は、債務負担行為であり、医療機械器具整備について令和２年度から令和３年度

までの期間で限度額を４，７０８万８，０００円と定めるものであります。これは、現在

使用している病理検査業務支援システムであり、平成２２年に購入し、経年により交換部

品の供給が終了するため、令和３年度の早い時期に稼働できるように更新を図るものであ

ります。なお、本システムは、発注から納品、安定稼働まで６か月程度を要するものであ

ります。



－142－

第６条は、企業債であり、医療機械器具整備事業の起債限度額を３億６，５５０万円と

定めるものであります。なお、起債の方法、利率、償還の方法は、それぞれ記載のとおり

であります。

第７条は、一時借入金の限度額を３億円と定めるものであります。

３ページをお開きいただきたいと存じます。第８条は、予定支出の各項の経費の金額の

流用であり、流用することができる場合は、消費税及び地方消費税に不足が生じた場合に

おける、医業費用及び医業外費用の間の流用と定めるものであります。

第９条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費であり、職員給与費８

１億１，０４７万１，０００円、交際費３５０万円と定めるものであります。

第１０条は、重要な資産の取得及び処分であり、取得する資産を機械備品の重要パラメ

ーターつき多項目モニター、一般撮影ＣＲシステム、病理検査業務支援システム、コアス

イッチ及び内視鏡マネジメントシステムとするものであります。

４ページをお開きいただきたいと存じます。収益的収入でありますが、１項医業収益は

９億１７５万２，０００円の増額で、１目入院収益で７億２，７８９万２，０００円増額、

１人当たりの診療単価では３，４８２円増の６万２，３５８円、２目外来収益で１億７，

７００万９，０００円増額、１人当たりの診療単価では５９３円増の１万３，４７６円、

３目その他医業収益で３１４万９，０００円減額を予定したものであります。

２項医業外収益は２，３９７万４，０００円の増額で、３目補助金で９３３万７，００

０円増額、６ページをお開きいただきたいと存じます。３目負担金交付金で国の交付税算

定に基づいた市からの繰入金が１，９８０万７，０００円増額を予定したものであります。

３項看護専門学校収益は６０９万１，０００円の減額、４項院内保育事業収益は９０万

９，０００円の減額を予定したところであります。

８ページをお開きいただきたいと存じます。５項特別利益は５億４７８万４，０００円

の増額で、２目退職給付引当金戻入益で年度末に要する退職金総額に対し、退職手当組合

における収支により退職給付金引当額が余剰となる見込みであることから、戻入益を予定

したところであります。

１０ページをお開きいただきたいと存じます。収益的支出でありますが、１項医業収益

は２億８，５３８万５，０００円の増額で、１目給与費で職員数の増加や会計年度任用職

員制度の導入などに伴い、１億２，００３万９，０００円増額、１２ページをお開きいた

だきたいと存じます。２目材料費で高額な抗がん剤等の使用量増加などに伴い、２億９，

７４６万１，０００円増額、３目経費で８，５２７万４，０００円減額は、１５ページを

お開きいただきいただきたいと存じます。１２節修繕費、１６節委託料の減などによるも

のです。１６ページをお開きいただきたいと存じます。４目減価償却費で平成２６年度に

購入した医療機器の一部が減価償却を終了したことから２，５９４万３，０００円減額、

５目資産減耗費で２５５万６，０００円増額、６目研究研修費で２，３４５万４，０００
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円減額を予定したものであります。

１８ページをお開きいただきたいと存じます。２項医業外費用は２４８万５，０００円

の減額で、１目支払利息及び企業債取扱諸費で企業債利息の減に伴い、４７４万９，００

０円減額を予定したものであります。

３項看護専門学校費用は２４３万７，０００円の増額で、１目給与費で人事異動や会計

年度任用職員制度の導入に伴い、２８１万６，０００円増額を予定したものであります。

２２ページをお開きいただきたいと存じます。４項院内保育事業費用は２５６万３，０

００円の増額で、１目経費、６節委託料の増額によるものであります。

５項特別損失においては１，６２０万円の減額で、２４ページをお開きいただきたいと

存じます。２目修学資金返還免除費の減額によるものであります。

２６ページをお開きいただきたいと存じます。資本的収入でありますが、１項企業債は

医療機械器具整備事業に係る借入れ予定額で５，４５０万円の減額、２項投資償還金は１

目長期貸付金償還金で１４５万８，０００円の減額、３項出資金は１目一般会計出資金で

国の交付税算定に基づいた市からの出資金において繰入れ基準となる企業債元金償還金の

増に伴い、２，１７８万２，０００円の増額を予定したところであります。

２８ページをお開きいただきたいと存じます。資本的支出でありますが、１項建設改良

費は１目資産購入において重要パラメーターつき多項目モニター、一般撮影ＣＲシステム

など医療器械器具の整備を図るもので４，６８７万円の減額、２項企業債償還金は１目元

金償還金において５，２３４万８，０００円の増額、３項投資は１目長期貸付金において

看護学生への修学資金の貸与を行うもので５３４万円の減額を予定したところであります。

３０ページ以降は財務諸表など予算に関する資料でありますので、ご高覧いただき、よ

ろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇副議長 増山裕司君 以上で各議案の提案説明を終わります。

◎休会の件について

〇副議長 増山裕司君 お諮りします。

３月１３日は、議案調査等のため本会議を休会にしたいと思います。このことにご異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、３月１３日は休会することに決定しました。

◎散会宣告

〇副議長 増山裕司君 以上で本日の日程は全て終了しました。

本日はこれで散会します。

散会 午後 １時２７分


